
2016年10月11日～16日 ドイツ連邦共和国 シュトラールズント

詳細は http://www.fencingworldwide.com/en/competition/11696-15/tournament/

順位 （12日） 出場57人 順位 （15日） 出場84人 順位 （13日） 出場58人

22 冨田　隆 　日本ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ研究会 11 小坂　貞治 神戸クラブ 41 竹田　直紀 東京ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｽｸｰﾙ

26 梅沢　賢一 　ＮＥＸＵＳ 41 真田　裕司 　鎌倉ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会 42 佐藤　保 八王子ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ

38 山下　満良 　世田谷ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 46 小川　庄太郎 三田ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 46 藤井　孝之 ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ

49 宮脇　信介 東京ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｽｸｰﾙ 棄権 岩松　敬 　東京YMCA 54 寺田　雅史 蓮田市ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ

順位 （11日） 出場35人 順位 （14日） 出場64人 順位 （13日） 出場35人

1 大馬　卓美 むつ市ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 29 井手　英一 　三田ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 16 三又　英世 　鎌倉ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会

5 蛭川　浩一 　東京YMCA 36 日下　謙一 目黒ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 22 山田　貢 　鎌倉ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会

8 山崎　豊 　東京YMCA 39 山崎　豊 　東京YMCA 35 宮坂　武美 目黒ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ

13 中島　勲 世田谷ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 44 坂東　一夫 　鎌倉ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会

順位 （11日） 出場40人 順位 （14日） 出場49人 順位 （12日） 出場33人

3 川口　大三 三田ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 16 成田　政志 合川ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 30 林　悦司 　鎌倉ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会

3 成田　政志 合川ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 18 西川　博孝 　東京YMCA 31 喜多濃　敏雄 八王子ﾌｪﾝｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ

33 奥寺　通裕 ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ 29 奥寺　通裕 ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ

41 川口　大三 三田クラブ

順位 （13日） 10ヵ国 順位 （16日） 17ヵ国 (14日) 10ヵ国

2 日本 川口・成田・大馬 9 日本 奥寺・成田・井手 10 日本 喜多濃・林・三又
山崎・梅沢・冨田 日下・小坂・真田 山田・佐藤・藤井

順位 （13日） 出場33人 順位 （11日） 出場47人 順位 （15日） 出場30人

10 大石　恵美子 　大分クラブ 23 藤巻　みずき 　東京ＹＭＣＡ 14 ﾃﾞｨﾛｰｽ　京子 ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ

31 齊　実希子 　日本ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ研究会 棄権 大石　恵美子 　大分クラブ 19 大石　恵美子 　大分クラブ

31 井口　加奈子 ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ 29 石黒　かおる ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ

29 千田　路子 ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ

順位 （14日） 出場32人 順位 （12日） 出場35人 順位 （15日） 出場24人

3 天利　かをる 　DFA 25 村山　芳美 　東京YMCA 7 天利　かをる ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ

27 村山　芳美 　東京YMCA 8 竹生　淑子 ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ

22 村山　芳美 　東京YMCA

(14日) 出場21人 順位 （12日） 出場21人 （15日） 出場16人

不出場 18 北見　モト子 　鎌倉ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会 8 北見　モト子 　鎌倉ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会

10 立花　良子 横浜フェンサーズ

順位 （15日） 9ヵ国 順位 (13日) 6ヵ国 順位 （16日） ５ヵ国

9 日本 北見・立花・天利 日本不出場 4 日本 立花・北見・村山
村山・大石・井口 天利・ﾃﾞｨﾛｰｽﾞ・大石

左より、成田さん、大馬さん、川口さん 銀メダルの男子フルーレチーム 天利さん
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C

男子サーブル団体

2016年世界ベテラン選手権
　開催都市シュトラールズンドは、ドイツ北東部に位置し、バルト海に面した港湾都市です。リューゲン島へ渡る
際の交通の拠点でもあり、、「シュトラールズント及びヴィスマールの歴史地区」として世界遺産に登録されていま
す。
　さて、大会は参加約50か国、延べ700人超が参加しました。日本チームは、大会初日の11日、世界ベテラン大
会に初参加の大馬卓美（むつ市フェンシングクラブ）が男子フルーレBで金メダル、男子フルーレCで川口大三（三
田FC)と成田政志（合川FC)が、銅メダルを獲得しました。
　13日の男子フルーレ団体戦は、予選プールで3戦全勝し、準々決勝のロシア戦、準決勝のイタリア戦では、とも
に1本差での勝利をつかみ、決勝戦に進出しました。決勝戦では昨年度優勝のGBRと対戦し、一進一退の攻防を
繰り広げましたが、終盤突き放され、惜しくも銀メダルとなりました。
　14日の女子フルーレBでは天利かをる（ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝﾌｪﾝｼﾝｸﾞｱｶﾃﾞﾐｰ）が2年連続の銅メダルを獲得しました。
なお、帯同審判員として甲斐正彦氏、佐藤公良氏が参加しました。
（A：50歳代　B：60歳代　C：70歳代以上)
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